
都
道
府
県

指

定

地

域

石
巻
市

宮

城

県

東
松
島
市

牡
鹿
郡
女
川
町

名

称

位

置

設

置

者

如
水
館
バ
ン
コ
ク
（
高
等
部
）

タ
イ
王
国
バ
ン
コ
ク

カ
ン
有
限
会
社
（T

H
E
K
A
N
G

C
O
.,L

T
D

）

都
道
府
県
名

地

域

宮
城
県

石
巻
市

東
松
島
市

牡
鹿
郡
女
川
町

平成™›年™月˜�日 金曜日 第œ�›˜号官 報
〇
財
務
省
告
示
第
六
十
二
号

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
二
条

の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
財
務
大
臣
が
平
成
二
十

三
年
（
二
千
十
一
年
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る

同
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
へ
の
影
響
の
程
度
を
勘
案
し

て
別
に
定
め
る
日
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日財

務
大
臣

安
住

淳

財
務
大
臣
が
平
成
二
十
三
年
（
二
千
十
一
年
）
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
次
に
掲
げ
る
指
定
地
域
へ
の
影

響
の
程
度
を
勘
案
し
て
当
該
指
定
地
域
に
係
る
別
に
定
め

る
日
を
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
と
す
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
四
号

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
百
八

十
三
条
、
船
員
保
険
法（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）

第
百
三
十
七
条
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法

律
第
百
十
五
号
）
第
八
十
九
条
（
児
童
手
当
法
（
昭
和
四

十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
（
平
成

二
十
二
年
度
等
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る

法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二

十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
並
び
に
平
成
二
十

三
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
七
号
。
以
下
「
平
成

二
十
三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。）

第
二
十
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）又
は
厚
生
年
金
保
険
の
保
険

給
付
及
び
保
険
料
の
納
付
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。
以
下
「
厚
生
年
金
特
例

法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）、
障
害
者
の
雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十

三
号
）
第
六
十
二
条
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
。
以

下
「
徴
収
法
」
と
い
う
。）第
三
十
条
（
失
業
保
険
法
及
び

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四

年
法
律
第
八
十
五
号
。
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。）第
十

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
二
十
三
号

在
外
教
育
施
設
の
認
定
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
三
年
文
部
省
告
示
第
百
十
四
号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
、
高
等

学
校
の
課
程
と
同
等
の
課
程
を
有
す
る
在
外
教
育
施
設
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
の
で
、
在
外
教
育
施
設
の
認
定
等
に

関
す
る
規
程
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

〇
文
部
科
学
省

経
済
産
業
省
告
示
第
一
号

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
第
九
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
か
ら
交
付
す
る
平
成
二
十
三
年

度
補
正
予
算
に
係
る
特
定
補
助
金
等
と
し
て
、
次
に
掲
げ

る
も
の
を
指
定
し
た
の
で
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

東
北
マ
リ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
拠
点
の
形
成
事
業
に
係
る
委

託
費

九
条
第
三
項
又
は
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
。
以
下
「
石
綿
健
康

被
害
救
済
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
そ
の
例

に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法

律
第
六
十
六
号
）第
十
一
条
及
び
国
税
通
則
法
施
行
令（
昭

和
三
十
七
年
政
令
第
百
三
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
青
森
県
、
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、

茨
城
県
に
お
け
る
社
会
保
険
料
及
び
労
働
保
険
料
等
に
関

す
る
納
期
限
等
を
延
長
す
る
件
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
六
十
六
号
）
に
お
い
て
別
途
厚
生
労
働
省
告

示
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
日
で
あ
っ
て
、
健
康

保
険
法
、
船
員
保
険
法
、
厚
生
年
金
保
険
法
、
児
童
手
当

法
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
並
び
に
平
成
二
十

三
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
特
別
措
置
法
第
二
十
条
第
一

項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場

合
を
含
む
。）及
び
厚
生
年
金
特
例
法
に
基
づ
く
納
付
又
は

徴
収
に
関
す
る
期
限
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
地
域
に
所
在

地
を
有
す
る
事
業
所
又
は
事
務
所
（
健
康
保
険
法
に
基
づ

く
期
限
に
つ
い
て
は
、
全
国
健
康
保
険
協
会
の
管
掌
す
る

健
康
保
険
の
適
用
を
受
け
る
事
業
所
又
は
事
務
所
に
限

る
。）の
事
業
主
、
当
該
地
域
に
住
所
地
又
は
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
を
有
す
る
船
舶
所
有
者
（
船
員
保
険
法
第
三

条
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り

船
舶
所
有
者
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
者
）、
当
該
地
域
に

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
有
す
る
厚
生
年
金
基
金
、
当

該
地
域
に
住
所
地
を
有
す
る
厚
生
年
金
保
険
法
附
則
第
四

条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
（
同
条
第
七
項

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
業
主
の
同
意
が
な
い
者
に
限

る
。）及
び
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭

和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
附
則
第
五
条
第
十
三
号
に

規
定
す
る
第
四
種
被
保
険
者
並
び
に
当
該
地
域
に
住
所
地

若
し
く
は
事
業
所
若
し
く
は
事
務
所
の
所
在
地
を
有
す
る

厚
生
年
金
特
例
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
事
業

主
又
は
当
該
地
域
に
住
所
地
を
有
す
る
同
条
第
三
項
に
規

定
す
る
役
員
に
係
る
も
の
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
第
三
章
第
二
節
第
二
款
の
規
定
に
基
づ
く
申

告
書
の
提
出
、
納
付
又
は
徴
収
に
関
す
る
期
限
の
う
ち
、

当
該
地
域
に
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
有
す
る
事
業
主

に
係
る
も
の
並
び
に
徴
収
法
、
整
備
法
及
び
石
綿
健
康
被

害
救
済
法
に
基
づ
く
申
告
書
の
提
出
、
納
付
又
は
徴
収
に

関
す
る
期
限
の
う
ち
、
当
該
地
域
に
所
在
地
を
有
す
る
事

業
場
の
事
業
主
若
し
く
は
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に

お
い
て
、
労
働
保
険
事
務
組
合
で
あ
っ
て
当
該
地
域
に
そ

の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
有
す
る
も
の
（
以
下
「
特

定
事
務
組
合
」
と
い
う
。）に
労
働
保
険
事
務
を
委
託
し
て

い
る
事
業
主
又
は
特
定
事
務
組
合
に
係
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
期
限
が
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
も
の
に
つ
い

て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
と
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
四
百
十
三
号

農
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
八
十
五

号
）
第
百
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
百
二
十
三
条
第

一
項
第
一
号
ロ
、
第
百
三
十
五
条
第
一
号
並
び
に
第
百
三

十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
作
物
基
準
共
済
掛

金
率
、
農
作
物
共
済
掛
金
標
準
率
、
農
作
物
通
常
標
準
被

害
率
、
農
作
物
通
常
共
済
掛
金
標
準
率
、
農
作
物
異
常
共

済
掛
金
標
準
率
の
算
定
基
礎
率
、
農
作
物
異
常
共
済
掛
金

標
準
率
、
農
作
物
通
常
責
任
保
険
歩
合
、
農
作
物
異
常
標

準
被
害
率
及
び
農
作
物
再
保
険
料
率
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。平

成
二
十
四
年
二
月
十
七
日

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省

告
示
第
二
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴

い
、
及
び
工
場
立
地
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
二
十
四

号
）
第
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
緑
地
面
積

率
等
に
関
す
る
区
域
の
区
分
ご
と
の
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
二
月
十
七
日財

務
大
臣

安
住

淳

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣

鹿
野

道
彦

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

緑
地
面
積
率
等
に
関
す
る
区
域
の
区
分
ご
と
の
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

緑
地
面
積
率
等
に
関
す
る
区
域
の
区
分
ご
と
の
基
準

（
平
成
十
年
大

蔵

省
、
厚

生

省
、

農
林
水
産
省
、
通
商
産
業
省
、

運

輸

省

告
示
第
二
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
四
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
四
条
の
二
第
三
項
」

に
改
め
る
。

備
考
第
二
項
第
一
号
中
「
都
市
計
画
法
」
の
下
に「（
昭

和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）」を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
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